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１．必要物品の準備

透析液 つなぐ 下敷き 保温カバー ｳｪｯﾄﾃｨｯｼｭ

キャップ スタンド はかり 記録ノート/ペン

アルコール
消毒
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２．身の回りの確認

・爪は長くないですか？

・腕時計など手首にはめていないですか？

・指輪など外せるものはないですか？

・袖が手首などにかからないようにまくれますか？

または、袖は短くできますか？



３．空調・換気扇を止める



４．テーブルをふく



５．手洗い手順表に沿って手を洗う

腕時計は外して手首まで出す
手を拭いた後のペーパーで

水栓を閉める



６．キットからマスクを取り出し
鼻まで装着する

キャップセットの名前
（ホームPDシステムつなぐ

セットキャップキット）

開封前に破損ないか
チェックしてください！



７．透析液の内容を確認する

１）濃度・内容量確認

２）使用期限の確認

破損ないかチェック！



８．袋を開封する

袋がくっついているので手を入れてはずす



９．青と白のクランプを閉じる

青と白を両方とも
１５cmくらい
下にずらす

この部分が
１番きれい！
床に落とさない
ように注意！



１０．排液バックをかごに置く



１１．巻きながら隔壁開通を
２回行う

液がルートに出ていますか？



１２．赤いシールを剥がす

必ず隔壁開通した
後に！！



１３．液を保温カバーに入れる



１４．お腹からチューブを取り出し
緑色の保護カバーを外す

きれいな部分です！
床に落とさないように！



１５．つなぐの電源を入れる

１秒以上
長押し

接続

音声案内あり
しっかりと

聞きましょう！



１６．画面が接続操作になる

確認後次のページへ



１７．画面が になったら

次へを1回おす
おしたら次の
ページへ



１８．手指のアルコール消毒をする

１５秒ほど手に
擦り込む

※何かに触れた後も消毒を行いましょう
（髪の毛など・・・）
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１９． がでたらフタをあけ
る

黄色ボタン



２０．手前にお腹のチューブ入れる



２１．奥に液のつば部分を入れる



２２．フタを閉じると照射が始まる

表示がかわる

完了までいったら
次のページへ



２３． の表示を確認し

フタを開けて手前のキャップを捨てる

手前の
キャップ
を捨てる



２４．お腹のチューブを上に持ち上げ外す



２５．フタを閉じると電源が切れる



２６．緑色の保護カバーをつける



２７．白いクランプを開ける
排液



２８．お腹のチューブのクランプを
回して開ける

排液の開始時間を確認し
ノートに記載する

排液



２９．現在排液中

おなかの液をだしている

液がでなくなるまで待つ
（最低１０分程度）

排液



３０．お腹のチューブのクランプを
回して閉める

カチッと
音がするまで

閉める

液が出なくなったら



３１．白のクランプを閉める

排液の終了時間確認
排液時間（何分か）をノートに記載



３２．排液の色を確認し量を測定・記録

白く濁っていたらすぐに

病院に電話をしましょう

フィブリンないかな？
赤くないかな？

濁ってないかな？



３３．排液バックをかごに戻す



３４．液の量を量る



３５．白と青のクランプを開ける

クランプを開けたら

すぐ次ページへ



３６．チューブを指でポンポンとはじき
チューブの空気を流し、

決められた量まで液を流す

この部分に空気が
たまっている



決められた量になったら

３７．青と白のクランプを閉じる



３８．液をスタンドの上部に掛ける



３９．青のクランプ開ける
注液



４０．お腹のチューブのクランプを
回して開ける

注液

お腹に液が入り始めます！



４１．現在注液中

おなかに液を入れている

液が入るまで待つ
入ったら次のページへ

注液



４２．お腹のチューブのクランプを
回して閉じる

液が全部入ったら



４３．青のクランプを閉じる

注液終了の時間を確認して

ノートに時間を記載する



４４．

空になった袋を
スタンドから外し
机の上におく

袋をおいたら

次ページへ



４５．緑色の保護カバーを外す



４６．つなぐの電源を入れる

入れたら次のページへ

切り離し

１秒以上
長押し



４７．

この画面を確認して すぐ、次へを1回おす

おしたら次のページへ



４８．切り離し操作の画面を確認

確認したら次のページへ



４９．手指のアルコール消毒をする

１５秒ほど手に
擦り込む

※何かに触れた後も消毒を行いましょう
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５０. がでたらフタをあけ
る

黄色ボタン

開けたら
次のページへ



５１．手前にお腹のチューブを入れる



５２．奥に新しいキャップを入れる



５３．フタを閉じて接続が終わるのを待つ

画面はこう変わる

完了までいったら
次のページへ



５４． がでたらふたを開けて

手前の
チューブを
取り外す

手前のチューブを取り外す



５５．お腹のチューブを上に持ち上げて
外す



５６．フタを閉じると電源が切れる



５７．緑色の保護カバーをつける



５８．チューブをまるめてお腹へ戻す



５９．すべて終了した事を確認する



６０．使用したバッグを片付ける

お疲れ様でした

排液はトイレに

流して捨てる
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